






















































































































































































































とても有効 有効 どちらでもない 有効でない まったく有効でない
　　　人数　（％）
国試対策の授業で有効（H26年度） 4　（3.6） 50　（44.6） 46　（41.1） 9　（8.0） 3　（2.7）
国試対策の授業で有効（H27年度） 5　（4.2） 48　（40.3） 52　（43.7） 9　（7.6） 5　（4.2）
通常授業で有効　（H26年度） 5　（4.5） 34　（30.4） 53　（47.2） 19　（17.0） 1  （0.9）
通常授業で有効　（H27年度） 5　（4.2） 34　（28.6） 53　（44.5） 23　（19.3） 4　（3.4）
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